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６月の行事予定

“You can’t connect the dots looking forward; you can only connect them looking backwards.
  So you have to trust that the dots will somehow connect in your future. 
  You have to trust in something — your gut, destiny, life, karma, whatever.
  This approach has never let me down, and it has made all the difference in my life.”

鶴
丸
の
未
来
を
担
う

　

ま
た
、
本
研
修
で
派
遣
で
き
る
生
徒
は
、
現
時
点
で

は
十
名
と
い
う
限
ら
れ
た
人
数
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

研
修
に
応
募
す
る
中
で
自
分
自
身
の
長
所
は
何
か
を
見

つ
め
直
し
、
そ
れ
を
日
本
語
や
英
語
で
表
現
す
る
こ
と

は
、
総
合
的
な
力
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
国
際
化
が
進
む
現
代
社
会
の
中
で
、
日
常
な
か
な

か
考
え
な
い
海
外
で
の
生
活
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ

る
こ
と
は
、
今
後
の
人
生
で
必
ず
役
立
ち
ま
す
。
多
く

の
生
徒
が
、
本
研
修
に
応
募
し
、
自
分
自
身
を
磨
く

き
っ
か
け
を
つ
か
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
度

短
期
海
外
研
修
に
つ
い
て　

　

こ
の
研
修
は
、
本
校
の
創
立
百
二
十
五
周
年
を
記
念

し
て
平
成
二
十
九
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
事
業
で
す
。
目

的
は
以
下
の
通
り
で
す
。

○
将
来
の
鹿
児
島
県
、
日
本
、
ひ
い
て
は
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
、
本
校
生
徒
に
海
外

の
高
校
生
と
の
交
流
を
中
心
と
し
た
海
外
生
活
を
体
験

さ
せ
る
。

○
学
習
意
欲
に
富
み
、
知
的
好
奇
心
の
溢
れ
る
本
校
生

徒
た
ち
が
、
机
上
で
は
な
く
実
体
験
と
し
て
文
化
や
他

国
で
の
生
活
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
一
層
の
向
学
心
を

抱
き
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
と
し
て

の
素
養
お
よ
び
国
際
性
を
育
む
。

　　

こ
の
よ
う
な
目
的
の
も
と
で
実
施
さ
れ
た
、
平
成
二

十
九
年
度
三
月
の
研
修
に
参
加
し
た
生
徒
は
、
次
の
よ

う
な
感
想
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。       

　　
　

【
研
修
報
告
書
か
ら
（
抜
粋
）
】

・
英
語
以
上
に
自
分
の
意
見
が
な
か
な
か
出
せ
な
か
っ

た
。
も
っ
と
広
い
視
野
を
持
ち
た
い
。

・
日
本
を
俯
瞰
す
る
こ
と
で
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
実
は
貴
重
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
際
は
、
相
手
に
伝
え

た
い
と
い
う
思
い
が
大
切
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

・
言
語
は
、
い
く
ら
学
ん
で
も
学
び
足
り
る
こ
と
は
絶

対
に
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

・
人
種
や
言
語
の
壁
を
超
え
て
お
互
い
を
理
解
し
あ
え

た
経
験
は
私
の
宝
物
で
す
。

・
よ
く
「
自
分
の
“
c
o
m
f
o
r
t　

z
o
n
e
”

か
ら
抜
け
出
せ
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
実
行
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
知
り
ま
し
た
。
し
か
し
同

時
に
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
先
に
は
今
ま
で
見
た
こ
と

も
な
い
よ
う
な
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま

し
た
。

・
大
切
な
こ
と
は
、
英
語
で
で
は
な
く
“
挑
戦
し
よ

う
！
”
と
思
う
積
極
性
だ
と
思
う
。
間
違
え
る
こ
と
を

恐
れ
ず
、
前
へ
！
前
へ
！
ど
ん
ど
ん
自
分
か
ら
主
張
し

て
い
き
た
い
。

    　
地
歴
・
公
民
科　
　
　

蓮
香　

尚
矢

　これはスティーブ・ジョブズが2005年にスタンフォード大学で講演を行った時の有名な言葉で，大好きな言葉だ。皆さんもよく知ってい
るかもしれない。７，８年前だっただろうか。ある英語の教科書に“Stay Hungry.Stay Foolish!”というタイトルのレッスンがあり，ス
ティーブ・ジョブズの生き方・考え方が取り上げられていた。当時の生徒たちと一緒に，彼の人生観に触れ，この言葉の意味を学び，考え
を伝え合った思い出がある。
　ここでいうdotsとは，一つ一つの出来事や経験と捉えてもらえればいいと思う。「将来を見据えて，点をつなぐことはできない。振り返
ってみて初めて，点をつなぐことができるのだ。」という言葉は実に深い。
　スティーブ・ジョブズは，かつてカリグラフィーを学んだことがあった。まだ将来の夢も持てずにいた頃，である。この時彼が，「カリ
グラフィーを学んだ経験」が後に開発することになるパーソナルコンピューターに革命を起こすことになるなんて，知るよしもなかったは
ずである。彼はコンピューターに革命を起こすためにカリグラフィーを学んでいたのではない。カリグラフィーを学んでいたことが，コン
ピューターの革命につながった，のである。皆さんもよくご存知の話だと思う。
　自分自身のこれまでの人生，勿論だけれどもいろいろなことがあったし，様々なことを経験してきた。学生時代の勉強や部活動，アルバ
イトの経験，英語教師としての経験，先生方や生徒たちとの関わり，アメリカの現地小学校における日本語教師としての赴任・海外での生
活，などなど。私は小学生時代から剣道をしている（今はサボりがちですが）。勿論，将来の夢を見据えて剣道を始めたわけじゃない。で
も，教師になって，剣道を通して学んだことや経験は今の自分を支えてくれていると信じている。他の経験だってそうだ。過去の経験や出
来事は，その時々で，振り返ってみた時に役に立つことや参考になることが多いことに気付かされる。まさに，点はつながるのだ。
　今，高校生活を送っている皆さんにとっても，「振り返ってみるとあの時の出来事や経験が今の自分のためになっているな。」というこ
とがあるのではないだろうか。
　長い人生の中で，人は様々な経験をする。それは楽しい，うれしいものばかりではないし，苦しい，きついものもある。「なんでこんな
ことしなきゃいけないの？」という経験もあるかもしれない。各教科の勉強，部活動，生徒会活動，学校行事，ボランティア活動，友人と
の付き合い，などなど高校生活は様々な経験や出来事であふれている。もしかしたら，今やっていることに，意味や価値を見いだせない時
もあるかもしれない。でも，これから皆さんが切り開いていく自分の歴史の中で，それらはきっとつながってくる。将来，何がどういう形
で役に立つかわからない。お互いに多くの“dots”を刻んでおきたいたいものである。
“You have to trust that the dots will somehow connect in your future.”

点はつながる　～今できることを信じて～ 教頭　新留　克郎
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平
成
三
十
年
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期
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等
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現
在
最
終
調
整
中

・
研 

修 

先　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
滞 

在 

先　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ホ
テ
ル

・
募
集
期
間　

平
成
三
十
年
六
月
十
一
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
（
金
）

　

こ
れ
ら
の
感
想
か
ら
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
上

記
の
目
的
を
十
分
達
成
す
る
と
と
も
に
、
「
積
極
性
を

持
つ
」
な
ど
と
い
っ
た
、
日
本
で
も
意
識
し
て
生
活
す

れ
ば
身
に
つ
け
ら
れ
る
資
質
こ
そ
が
大
切
な
こ
と
に
気

づ
い
て
い
ま
す
。
十
六
～
十
七
年
の
人
生
で
は
出
会
う

こ
と
の
な
か
っ
た
、
異
質
な
も
の
と
接
す
る
こ
と
で
、

生
徒
た
ち
の
思
考
の
幅
が
広
が
り
、
人
間
的
に
も
成
長

さ
せ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

五
月
十
八
日
、
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
通
常
の
避
難
訓
練
に

加
え
て
、
津
波
警
報
の
発
令
に
よ
り
二
次
避
難
も

実
施
し
ま
し
た
。
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
で

あ
り
ま
し
た
が
、
生
徒
の
対
応
が
的
確
で
、
ご
指

導
い
た
だ
い
た
西
消
防
署
の
隊
長
さ
ん
か
ら
も
お

褒
め
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

    　
～
生
徒
会
長
選
挙
・
生
徒
総
会
～

備
え
よ
！

～
避
難
訓
練
～

　

五
月
十
六
日
、
平
成
三
十
年
度
前
期
生
徒
会
長

選
挙
及
び
前
期
生
徒
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生

徒
総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
立
会
演
説
会
で

は
、
候
補
者
の
荻
田
匠
君
（
２
１
Ｒ
）
が
昨
年
度

後
期
生
徒
会
副
会
長
を
務
め
た
経
験
を
通
し
て
得

た
学
校
及
び
生
徒
会
活
動
に
対
す
る
熱
い
思
い
を

語
り
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
信
任
投
票
の
選
挙
に
て

過
半
数
を
得
、
見
事
に
新
生
徒
会
長
へ
の
就
任
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

生
徒
総
会
で
は
、
活
動
報
告
・
決
算
報
告
・
予

算
案
の
審
議
に
引
き
続
き
、
第
三
号
議
案
と
し
て

「
校
則
を
見
つ
め
直
す
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
特
に
校
則
の
中
の
『
袖

ま
く
り
の
禁
止
』
に
つ
い
て
焦
点
を
絞
り
、
―
変

え
る
べ
き
理
由
、
残
す
べ
き
理
由
―
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
な
が
ら
、
校
則
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
ま
で
考
え
を
及
ば
せ
、
鶴
丸
高
校
生
徒
の

一
員
と
し
て
真
剣
に
議
案
と
向
き
合
い
ま
し
た
。

二
・
三
年
生
に
混
じ
っ
て
一
年
生
か
ら
も
意
見
が

多
く
出
さ
れ
、
物
怖
じ
し
な
い
姿
に
頼
も
し
さ
も

感
じ
ま
し
た
。
一
年
生
は
初
め
て
経
験
す
る
鶴
丸

の
生
徒
総
会
に
大
い
に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

PTA総会時に研修報告会が行われました。

荻田匠君による演説の様子。二次避難も落ち着いて行動できました。

食
堂

1 金 ○

2 ㊏ ×

3 ㊐ 英検第１回一次試験 ×

4 月 中間考査(１日目) ×

5 火
中間考査(２日目)
中高連絡会

×

6 水
中間考査(３日目）
部活動生集会

○

7 木 クラスマッチ（午後） ○

8 金 クラスマッチ（終日） ○

9 ㊏ ×

10 ㊐ ×

11 月 ○

12 火 ○

13 水 3年進路講演会　45分授業 ○

14 木 ○

15 金 ○

16 ㊏ GTEC検定日 ×

17 ㊐ ×

18 月
学年朝会
集団読書（1年）

○

19 火 ○

20 水  ○

21 木 耳鼻科検診（1年） ○

22 金 ○

23 ㊏
悠学講座①
３年小論文模試

×

24 ㊐ ×

25 月 ○

26 火 中掃除 ○

27 水 ○

28 木 ○

29 金
学年会
45分7限授業

○

30 ㊏ １～３年進研記述 ×

学
　
習
　
時
　
間
　
調
　
査

定
期
教
育
相
談

（
4
5
分
授
業

）

全校朝会　スクールカウンセリング
1・2年実力考査時間割発表 　保健講話

教
育

実
習

全校朝会　スクールカウンセリング
学校安全の日

修学旅行前健康相談

６　　月


